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縞集後記

山梨肺癌研究会誌、第22巻 をお届けし塞す。内容は平成20年11月1日 に開催された第38

回研究会での発表を論文として編集したものです。

今回は奥脇が当番世話人を務めました。前回の官澤先生に引き続き外科が担当することになり

ましたので、テーマについてはあまり外科手技的な狭い話にならないようにと考えまして比較的

最近になり行われるようになってきた 「肺癌徳後補助療法」としました。

一般演題は12題 でその内4題 はテーマに沿ったもので した。今回のテーマに照らして県内で

肺癌手術が比較的多く行われている4施 設(大 学、県立中央、市立甲府、厚生)に それぞれの施

設の現状を発表してもらいました。貴重な情報交換の場になったと思いますa

特別講演には私ども第二外科の非常勤講師としても以前よりお世謡になっております新潟県

立がんセンター新潟病院の小池輝明先生にお越しいただき、ご自身が中心的な役割を果たされて

いるJCOG肺 癌外科グループの臨床試験のお話や新潟がんセンターでの術後補助療法の現状1

今後の展望等につきご講演いただきました。

振 り返ってみますと山梨肺癌研究会は1988年11.月26日 に千葉成宏先生の当番世話人の下、

53名 の参加を得て発足しました。以来20年 余にわた り会員の皆様の協力を得て本研究会が山梨

県の肺癌診療ひいては癌診療全体に果たしてきた役割は小さくないと自負 しております。医療を

取り巻く環境は依然として厳 しく先行きが不透明ではありますが、研究会事_:を 預かる者とし

て今後も先輩から引き継いだ大役を果たすべく微力を尽くしたいと思いますa今回巻頭言と編集

後記の両方を書くにあたり感慨を新たにしました。

次回研究会は山梨県立中央病院病理科、小山敏雄先生の当番世話人で11月28目(土)の 開催

を予定してお ります。次回も多数の演題の応募をお待ちしてお ります。

《事務局 奥脇英人》
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